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11章 育成牛の管理
③育成牛の繁殖管理
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が発来します。

日主 幌動と性成熟

c3=よ繁買百供用開始適齢

動物は、一定の月齢や体格(体重)になると、

繁殖活動が可能となります。つまり、雌は雄と

交配して妊娠し得る状態になり、雄は雌と交配

して妊娠させ得る状態になります。この性成熟

過程の開始の時期を春機発動と言います。春機

発動期には、生殖活動の中心となる視床下部・

下垂体・性腺が機能し始め生殖腺の急激な発育

が認められます。雌では、排卵可能な大卵胞が

発育し、雄では、精細管において精子が出現し

始めます。性成熟過程の完了の時期には、雌は、

受精、妊娠、分娩、精乳などの一連の生殖機能

を獲得した状態で、発情行動を伴った排卵が見

られます。

性成熟に達した時点で繁殖可能な状態となり

ますが、午では、性成熟完了の時点でも体の発

育が十分でなく、妊娠、分娩およびその後の泌

乳に適応できる体格に至っていません。従って、

繁殖供用開始適齢は、性成熟より遅らせたもの

となっています。

わが国での育成牛の繁殖管理目標値は、初回

人工授精開始月齢が14~15カ月、初産分娩月

齢が23~25カ月です。近年、授精開始時期を

12カ月に早め、初産分娩を平均21.5カ月に早

めた場合でも、 24~25カ月齢分娩と比べて、

泌乳能力やその後の繁殖能力に差異のないこと

が報告されています(表1、2)。しかしながら、

回五頑に影響を及ぼす要因

一般に、牛の性成熟は、雄で生

後8~12カ月、雌で 6~18カ月で

す。性成熟には多くの要因が影響

を及ぼすことが知られています。

品種により春機発動までの期間は

異なり、ジャージ一種の雌子牛で

は約8カ月、ガンジー種は11カ月、

ホルスタイン種は 8~12カ月、エ

アーシャー種では 13カ月です。

同一品種でも、栄養条件による

発育の程度が、春機発動、性成熟

の時期に影響を及ぼします。牛で

は、性成熟の時期は、月齢よりも、

体重や体高などの体格との関連が

強いことが知られています。例え

ば、初回発情の発現時期は個体に

よる差異があるものの、発現時の

体格は品種ごとに一定であり、ホ

ルスタイン種では体重260kg前後、

体高115cm前後であり、黒毛和種

では体重220~240kgで初回発情

表1 授精開始時期が乳生産性へ及ぼす影響

授精開始時期

12カ月齢 15カ月齢

供試午頭数 B 5 

3産後の搾乳終了時期(日) 1，734 1，862 

3産時までの総搾乳日数(日) 797 756 

3産時までの平均累積乳量(kg) 28，823 28，630 

3産搾乳終了時までの平均乳量(kg/日) 16.6 15.5 

表2 授精開始時期が繁殖性へ及ぼす影響

授精開始時期

12カ月齢 15カ月齢

供試牛頭数(顕) B 日

初回受胎時月齢(カ月) 12.3 15.9 

初産時月附(カ月) 21.5 25.1 

初産後の初回発情(日) 48.8 49.0 

相lJi童後の初回授精(日) 67.8 67.3 

初回授精受胎率(%) 87.5 50.0 

最終受胎頭数(頭) 8 5 

受胎牛当たりの授精回数(困) 1.13 1.2 

受胎牛の平均空胎日数(日) 83.3 70.8 

調整した空胎日数*(日) 83.3 109.6 

分娩間隔日数(初産から2産)(日) 382.3 384.4 

分娩間隔日数(2産から3産)(日) 390.6 400.4 
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